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二
月
の
行
政
相
談

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

九
日（
金
）・
二
十
三
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時

場　

所　

木
造
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

小
田
原
一
次　

氏

　
　
　
　
　

木
造
千
年
九－

一

電
話　

四
二－

三
二
五
七

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

九
日（
金
）午
前
十
時
〜
正
午

場　

所　

 

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

佐
藤
朋
子　

氏

　
　
　
　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
八
四－

二

　
　
　
　
　
　

電
話　

二
六－

二
三
七
〇

〈
稲
垣
会
場
〉

日　

時　

十
四
日（
水
）午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

稲
垣
公
民
館

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

藤
田
明
夫　

氏

　
　
　
　
　

稲
垣
町
豊
川
酒
田
二
七

電
話　

四
六－

三
八
六
〇

二
月
の
人
権
擁
護
相
談

〈
稲
垣
会
場
〉

日　

時　

十
四
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

稲
垣
公
民
館

二
月
の
献
血

日
時
・
場
所　

　

十
二
日（
月
）

　
　

ジ
ャ
ス
コ
柏
店
前 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

●
農
業
委
員
会
農
家
相
談
に
つ
い
て

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
の
農
家
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
た
い
方
は
、
左
記
の
日

時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
二
日（
木
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午　
　
　

稲
垣
支
所

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時　

車
力
支
所

二
月
二
十
八
日（
水
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午　
　
　

稲
垣
支
所

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時　

車
力
支
所

●
農
業
用
機
械
・
施
設
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
十
九
年
度
農
業
用
機
械
・
施
設
リ
ー
ス

事
業
実
施
希
望
者
は
、
左
記
に
よ
り
申
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

一
、
要　

件

①
認
定
農
業
者
等
で
あ
る
者
。

②
公
社
か
ら
新
た
に
基
準
面
積
の
過
半
の
農

用
地
等
の
売
渡
し
等
を
受
け
る
者
で
あ
っ

て
、
売
渡
し
等
を
受
け
た
後
の
経
営
面
積

が
目
標
面
積
を
超
え
る
者
。

③
公
社
か
ら
売
渡
し
等
を
受
け
る
農
用
地
等

に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
農
業
用
機
械
等
で

あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
新
品
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。

④
リ
ー
ス
を
受
け
る
農
業
用
機
械
の
作
業
面

積
が
青
森
県
特
定
高
性
能
農
業
用
機
械
導

入
計
画
で
定
め
る
下
限
面
積
以
上
で
あ
る

こ
と
。

⑤
リ
ー
ス
を
受
け
る
者
は
、
生
計
を
異
に
す
る

連
帯
保
証
人
を
二
名
立
て
る
も
の
と
す
る
。

二
、
リ
ー
ス
期
間　
　

五
年
以
内
と
す
る
。

三
、
持
参
す
る
も
の

①
印　

鑑

②
見
積
書

　

機
械
メ
ー
カ
ー
三
社
か
ら
の
、
本
体
・
ア

タ
ッ
チ
別
の
値
引
き
後
（
税
抜
き
）
の
事

業
希
望
者
あ
て
見
積
書
。

③
カ
タ
ロ
グ
。

　

見
積
額
の
安
い
機
械
メ
ー
カ
ー
の
カ
タ
ロ

グ
二
部
。

④
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
ま
た
は
写
し
。

⑤
平
成
十
七
年
度
分
の
確
定
申
告
書
お
よ
び

決
算
書
の
写
し
。

四
、
参
加
申
込
期
限

　

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日（
木
）ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

電
話　

二
五－

三
八
二
〇

県
税
の
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
個
人
事
業
税
、
法
人
県
民
税
・
事

業
税
及
び
自
動
車
税
の
口
座
振
替
の
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
税
の
納
税
は
、
便
利

で
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
県
税
事
務
所
総
務
課

電
話　
三
四－

二
一
一
一　
内
線
二
〇
五

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/zeim
u/
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つ
が
る
市
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
つ
が
る
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
一

月
十
四
日
告
示
、
二
十
一
日
投
票
で
行
わ
れ
、
有
権
者
数
三
二
、五
一
四
人
、

投
票
者
数
二
八
、六
〇
三
人
、
投
票
率
八
七
・
九
七
％
で
、
現
職
二
十
三
人
、

新
人
三
人
の
二
十
六
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

つ
が
る
市
議
会
議
員

二
十
六
名
が
決
ま
る

佐
さ

々
さ

木
き

直
なお

光
みつ

 57
柏　稲　盛 　無現

三
さん

　戸
のへ

　昭
あき

　男
お

 65
柏桑野木田　無現

山
やま

　本
もと

　清
きよ

　秋
あき

 60
木 造 芦 沼　無現

成
なり

　田
た

　　　博
ひろし

 51
富　萢　町 　無新

佐
さ

　藤
とう

　孝
たか

　志
し

 58
森田町床舞　無新

木
き

　村
むら

　良
よし

　博
ひろ

 51
森田町山田　無新

髙
たか

　橋
はし

　作
さく

　藏
ぞう

 60
木 造 豊 田　無現

外
との

　崎
さき

　　　栄
さかえ

 63
森田町中田　無現

齊
さい

　藤
とう

　　　進
すすむ

 61
稲垣町沼館　無現

齊
さい

　藤
とう

　幸
ゆき

　洋
ひろ

 64
稲垣町沼館　無現

佐
さ

々
さ

木
き

慶
よし

和
かず

 58
稲垣町豊川　無現

笹
ささ

　田
だ

　　　保
たもつ

 55
下 牛 潟 町　無現

白
しろ

　戸
と

　勝
かつ

　茂
しげ

 62
豊　富　町　無現

平
ひら

　川
かわ

　　　豊
ゆたか

 59
柏玉水　無現

小
お

笠
がさ

原
わら

　忍
しのぶ

 56
木 造 善 積　無現

今
こん

　　　彰
しょう

　造
ぞう

 58
木造下福原　無現

傳
でん

法
ぽう

谷
や

謙
けん

一
いち

 74
木造出野里　無現

天
てん

　坂
さか

　昭
しょう

　市
いち

 53
木造出来島　無現

山
やま

　谷
や

　　　仁
ひとし

 52
森田町上相野 無現

野
の

　呂
ろ

　　　司
つかさ

 49
木 造 館 岡　無現

安
やす

　田
た

　　　裕
ゆたか

 71
木 造 朝 日　無現

長
は

谷
せ

川
がわ

　徹
とおる

 42
木 造 越 水　無現

佐
さ

　藤
とう

　仙
せん

　人
と

 48
森田町床舞　無現

伊
い

　藤
とう

　良
りょう

　二
じ

 56
木 造 照 日　無現

成
なり

　田
た

　克
かつ

　子
こ

 56
木 造 柴 田　無現

村
むら

　上
かみ

　秀
ひで

　徳
のり

 57
車　力　町　無現
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家
屋
滅
失
届
け
に
つ
い
て

　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
日
三
十
一

日
ま
で
に
、
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
ま
し

た
ら
家
屋
の
滅
失
を
届
け
出
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
届
け
出
が
な
い
場
合
は
平
成
十
九
年
度
固
定

資
産
税
に
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
建
物
登
記
に
於
い
て
、
滅
失
登
記
を
さ
れ
た

場
合
は
届
け
出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
届
出
は
、
市
役
所
財
政
部
税
務
課
資
産
税
係

及
び
各
支
所
税
務
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
平
成
十
八
年
中
に
家
屋
の
新
・
増
築

さ
れ
て
、
ま
だ
家
屋
調
査
の
さ
れ
て
な
い
方

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

電
話　

四
二－

一
一
〇
七

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
出

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
や
、

万
が
一
の
障
害
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と

き
に
は
、
忘
れ
ず
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
加
入
者
以
外
は
国
民
年
金
に
加
入
す

る
手
続
き
を
し
ま
す
。
届
出
先
は
、
第
一
号

被
保
険
者
は
市
役
所
、
第
三
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
勤
務
先
で
す
。

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、
市
役
所
で
、
国

民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
す
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
で
す
）。

○
結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た

と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
、
第
三
号
被

保
険
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
は
、
市
役

所
で
、
第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

○
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き
は
、
第
一
号
被
保

険
者
は
市
役
所
、
第
三
号
被
保
険
者
は
社
会

保
険
事
務
所
で
再
交
付
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

○
納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
社
会
保
険
事

務
所
で
納
付
書
を
再
発
行
し
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場

合
で
、
失
業
、
収
入
が
少
な
い
な
ど
を
理
由

と
す
る
方
は
免
除
制
度
を
三
十
歳
未
満
の
方

は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
、
市
役
所
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
請
を
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
を
開
始
・
停
止
・
変
更
す
る
と
き

は
、
指
定
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

社
会
保
険
事
務
所
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
ま
す
。

○
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
し
た
い
と
き

は
、
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
で
、
付
加

保
険
料
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
国
民
年
金
基

金
に
加
入
す
る
方
は
国
民
年
金
基
金
に
届
出

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

市
民
課
国
民
年
金
係

 

電
話 

四
二－

一
一
〇
八

又
は
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

 

電
話 

〇
一
七
二－

二
七－

一
三
三
七

紙
縒
り（
こ
よ
り
）工
芸
教
室

参
加
者
募
集

日　
　

時　

 

二
月
十
九
・
二
十
一
・
二
十
三
日

（
月
・
水
・
金
）
午
後
一
時
〜
午

後
四
時

募　
　

集　

つ
が
る
市
民　

先
着
二
十
名
程
度

場　
　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「松

の
館
」

内　
　

容　

○
講
師　

柏　

工
藤
せ
こ
さ
ん

　
　

十
九
日　
　

平
面
的
な
工
芸（
物
づ
く
り
）

　
　

二
十
一
日　

立
体
的
工
芸
Ⅰ（
形
ど
り
）

　
　

二
十
三
日　

立
体
的
工
芸
Ⅱ（
物
づ
く
り
）

参
加
費　

五
百
円
（
材
料
費
）

申
込
期
間　

二
月
十
三
日
ま
で

　

申
込
方
法
は
、
生
涯
学
習
課
（
四
九－

一
二

〇
〇
）
の
担
当
に
電
話
で
参
加
で
き
る
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
可
能
な
ら
松
の
館
か
、

地
区
公
民
館
（
木
造
公
民
館
は
除
く
）
に
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
無
料
相
談

相
談
内
容　

相
続
登
記

相
談
期
間　

 

二
月
一
日（
木
）〜
二
十
八
日（
水
）

ま
で
の
一
ヵ
月
間

相
談
場
所　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

　
　
　
（
事
前
に
電
話
の
上
、来
所
願
い
ま
す
。）

費　
　

用　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
司
法
書
士
会

　

電
話 

〇
一
七－

七
七
六－

八
三
九
八

　

市
で
は
、
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
組
織
や

機
構
の
改
革
、
簡
素
で
効
率
的
な
事
務
事
業

の
実
現
を
目
指
し
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」　

を
策
定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

現
段
階
で
取
り
ま
と
め
た
平
成
十
九
年
度
の

組
織
機
構
の
改
編
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

【
支　

所
】（
各
支
所
共
通
）

•
経
済
建
設
課
の
業
務
を
本
庁
へ
移
行
し
ま
す

• 

民
生
福
祉
課
の
健
康
推
進
業
務
を
本
庁
へ

移
行
し
ま
す

【
本　

庁
】

 

福
祉
部　

四
二－

二
一
一
一 

内
線
二
四
三

（
福
祉
課
）

• 

福
祉
課
と
福
祉
事
務
所
を
統
合
し
機
能
の

再
編
強
化
を
図
り
ま
す
（
統
合
に
よ
り
、

福
祉
事
務
所
は
本
庁
舎
内
に
設
置
と
な
り

ま
す
）

•
千
年
保
育
所
を
廃
止
し
ま
す

•
繁
田
保
育
所
を
民
営
化
し
ま
す

 

経
済
部　

内
線
四
一
四
（
農
林
水
産
課
）

• 

水
田
農
業
対
策
室
を
柏
支
所
に
設
置
（
地

域
水
田
営
農
対
策
業
務
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
）

【
消
防
本
部
】
四
二－

二
一
〇
五
（
総
務
課
）

• 

柏
分
署
を
分
遣
所
と
し
ま
す
（
救
急
体
制

は
維
持
し
ま
す
）

【
教
育
委
員
会
】
四
九－

一
二
〇
〇

（
生
涯
学
習
課
）

• 

生
涯
学
習
課
と
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
を
統
合

し
機
能
の
再
編
強
化
を
図
り
ま
す

• 

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

事
務
局
を
森
田
公
民
館
内
に
設
置
し
ま
す

　

改
編
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
庁
・
各
支

所
の
担
当
部
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

つ
が
る
市
組
織
機
構

改
編
に
つ
い
て　
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国
民
年
金
基
金
で
ゆ
と
り
あ
る
将
来

を
し
っ
か
り
つ
く
り
ま
せ
ん
か

■
国
民
年
金
基
金
制
度
と
は
？

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の
方
や
フ
リ
ー

で
働
く
方
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
の
年
金
を
受
け

取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
自
分
の
収
入
に
あ
わ
せ
て
設
計
で
き
、

将
来
受
け
と
る
年
金
を
確
実
に
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
厚
生
年
金
の
よ

う
な
上
乗
せ
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

方
は
、
自
分
で
上
乗
せ
分
を
用
意
し
な
い
と
生

活
の
基
礎
部
分
の
年
金
し
か
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
送
る
た
め
に
も
、
国
民
年

金
基
金
制
度
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
ど
ん
な
人
が
加
入
で
き
る
の
？

　

国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
（
自
営
業
の
方
や
フ
リ
ー
で
働
く
方
、
お

よ
び
そ
の
配
偶
者
の
方
）
の
保
険
料
を
納
め
て

い
る
方
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
が

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
全
額
免
除
、

一
部
免
除
、
学
生
納
付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納

付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
、
付
加
保
険
に
任
意
加
入

し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■ 

国
民
年
金
基
金
の
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
、ラ
ク
・

ト
ク
・
ナ
ッ
ト
ク
と
は
？

○
ラ
ク
↓ 

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
将
来
も

一
定
で
す
。

　

少
な
い
掛
金
・
自
由
な
プ
ラ
ン
で
始
め
ら
れ

ま
す
。
加
入
後
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て

月
々
の
掛
金
を
増
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
ト
ク
↓ 

掛
金
は
、
全
額
所
得
控
除
で
税
金
が

有
利
。

　

掛
金
は
、
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
、

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。
他
の

個
人
年
金
が
年
額
５
万
円
ま
で
し
か
所
得
控

除
さ
れ
な
い
の
に
比
べ
て
も
断
然
有
利
で
す
。

○
ナ
ッ
ト
ク
↓
年
金
額
が
今
か
ら
わ
か
る

　

加
入
し
た
と
き
に
将
来
受
取
れ
る
年
金
額

が
確
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

電
話
番
号
（
地
域
型
）

〇
一
二
〇－

六
五－

四
一
九
二

青
森
県
国
民
年
金
基
金

電　

話 

〇
一
七－

七
七
七－

一
七
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
七－

七
七
七－

九
三
〇
六

h
ttp
://w

w
w
.a
o
m
o
rikikin

.o
r.jp

除
排
雪
中
の
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

二
年
連
続
で
、
大
雪
と
な
っ
た
昨
冬
は
、
除

排
雪
に
伴
う
事
故
も
多
発
し
、
発
生
件
数
一
〇

九
件
、
事
故
者
一
〇
九
人
（
死
者
七
人
、
負
傷

者
一
〇
二
人
）で
し
た
。除
排
雪
に
伴
う
事
故
は
、

　

○
ハ
シ
ゴ
や
脚
立
か
ら
の
転
落
事
故

　

○
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故

　

○
屋
根
雪
の
落
下
に
よ
る
事
故

　

な
ど
の
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
く

れ
ぐ
れ
も
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。

事
故
事
例

○
ハ
シ
ゴ
を
掛
け
て
屋
根
に
上
る
際
、ハ
シ
ゴ

が
滑
り
ハ
シ
ゴ
と
共
に
転
落
し
、骨
盤
骨
折

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
、
足
を
滑
ら
せ
て
転

落
し
、
足
首
を
骨
折

○
角
材
で
屋
根
雪
を
落
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

氷
塊
が
頭
に
当
り
顔
面
裂
傷

　

除
排
雪
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き
は
、
命
綱

を
付
け
る
。
滑
り
止
め
の
付
い
た
靴
を
履

く
、
さ
ら
に
靴
に
ひ
も
や
縄
を
巻
く
な
ど

し
て
転
落
防
止
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
へ
の
上
り
下
り
の
際
は
、
ハ
シ
ゴ
が

動
く
（
滑
る
）
た
め
、
ハ
シ
ゴ
か
ら
転
落

す
る
事
故
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
シ
ゴ
の
上
り
下
り
の
際
は
、
ハ
シ
ゴ
を

支
え
て
も
ら
う
な
ど
転
落
事
故
防
止
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
作
業
は
、
で
き
る
だ
け
複
数
人
で
行

い
、
雪
の
下
敷
き
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

暖
気
の
と
き
は
、
屋
根
雪
の
落
下
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
機
の
点
検
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

つ
が
る
警
察
署電

話　

四
二－

三
一
五
〇

自
死（
自
殺
）で
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
家
族
の
集
い

　

悲
し
み（
哀
し
み
）　

ど
う
し
て
？　

な
ぜ
？

　

あ
の
時
こ
う
し
て
い
た
ら
…

　

こ
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
思
い
。
家
族
に
も

友
達
に
も
話
せ
な
い
思
い
。

誰
に
も
話
せ
ず
、一
人
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
立
場
、
同
じ
悲
し
み
（
哀
し
み
）
を
抱

え
た
方
た
ち
が
語
り
な
が
ら
、
共
に
思
い
を
分

か
ち
合
い
支
え
あ
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

亡
く
な
っ
た
方
へ
の
思
い
や
自
分
の
心
な
ど
、

些
細
な
こ
と
で
も
一
緒
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
話
し
た
こ

と
を
こ
の
場
に
置
い
て
帰
れ
る
よ
う
に
。

日　

時　

二
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
正
午

内　

容　

 

同
じ
思
い
を
少
し
話
し
分
か
ち
合
い

ま
し
ょ
う

場　

所　

 

木
造
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
木
造
駅
隣
の
三
角
屋
根
の
建
物
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

健
康
推
進
課　

保
健
師

電
話　

四
二－

二
〇
四
四

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
、

除
雪
機
等
を
購
入
整
備

　

莇
岡
常
会
（
会
長
・
長
谷
川
豊
勝
氏
）
で
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
て
、
除
雪
機
等
を
導

入
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
助
成
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
を

行
う
も
の

で
す
。
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自
動
車
の
名
義
変
更
廃
車

手
続
き
及
び
車
検
は
お
早
め
に

【
車
検
は
一
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
】

　

例
年
三
月
は
、
名
義
変
更
（
移
転
登
録
）・

廃
車
（
抹
消
登
録
）・
住
所
変
更
等
（
変
更
登

録
等
）
の
手
続
き
で
、
運
輸
支
局
及
び
事
務
所

の
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、
三
月
中

旬
頃
か
ら
は
待
ち
時
間
が
長
く
て
申
請
者
の
皆

さ
ん
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

名
義
変
更
や
廃
車
等
の
手
続
き
は
、
で
き
る
だ

け
三
月
十
五
日
以
前
に
手
続
き
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
三
月
は
車
検
（
継
続
検
査
）
も
大
変

混
雑
し
ま
す
。
車
検
は
一
ヶ
月
前
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
三
月
下
旬
に
集
中
し

な
い
よ
う
お
早
め
に
受
検
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）、
検
査

の
諸
手
続
及
び
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
予
約
に
つ
い

て
は
電
話
予
約
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
登
録
窓
口
受
付
時
間

平
日　

午
前
八
時
四
十
五
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
閉
庁
日
で
す
。）

○
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

青
森
市
大
字
浜
田
字
豊
田
１３９－

１３

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）

〇
五
〇－

五
五
四
〇－

二
〇
〇
八

ユ
ー
ザ
ー
車
検
予
約

〇
五
〇－

五
五
四
〇－

二
一
〇
八

○
ユ
ー
ザ
ー
車
検
予
約
専
用
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.kensayoyaku.m

lit.go.jp

平
成
十
九
年
度
前
期
青
森
県
立

保
健
大
学
科
目
等
履
修
生
募
集

入
学
資
格　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

出
願
受
付　

二
月
十
六
日（
金
）ま
で

開
講
科
目　

 

人
間
総
合
科
学
科
目
（
一
般
教
養

科
目
）
及
び
専
門
科
目
の
う
ち
指

定
し
た
科
目

選
考
方
法　

 

書
類
審
査
及
び
面
接
（
面
接
は
必

要
に
応
じ
て
実
施
）

※
科
目
等
履
修
生
に
つ
い
て
は
、
特
定
科
目

を
履
修
し
試
験
に
合
格
す
る
と
単
位
を
修

得
で
き
る
制
度
で
す
。
修
得
し
た
単
位
は
、

大
学
へ
の
編
入
学
や
大
学
評
価
・
学
位
授

与
機
構
へ
の
学
位
（
学
士
）
を
申
請
す
る

際
の
単
位
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
及
び
資
料
請
求
先

青
森
県
立
保
健
大
学 

教
務
学
生
課
教
務
係

〒
〇
三
〇－

八
五
〇
五

青
森
市
大
字
浜
館
字
間
瀬
五
八－

一

電　

話
〇
一
七－

七
六
五－
二
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
七－

七
六
五－
二
一
八
八

E
メ
ー
ル：

ka
m
o
ku
@
a
u
h
w
.a
c
.jp

U
R
L：

http://w
w
w
.auhw

.ac.jp/

福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談

〜
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に
〜

　

困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
利
用
者
の
方
や

そ
の
ご
家
族
の
方
で
、
現
在
ご
利
用
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
要
望
ま
た
苦
情
な
ど
お
持
ち
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

二
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

場　

所　

木
造
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
か
っ
こ
う
の
館
」

相
談
時
間

　
　

午
前
の
部　

①
午
前
十
時
〜
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　

②
午
前
十
一
時
〜
正
午

　
　

午
後
の
部　

①
午
後
一
時
〜
二
時

　
　
　
　
　
　
　

②
午
後
二
時
〜
三
時

　
　
　
　
　
　
　

③
午
後
三
時
〜
四
時

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
セ
ン
タ
ー
）

電　

話
〇
一
七－

七
三
一－

三
〇
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
七－

七
三
一－

三
〇
九
八

E
メ
ー
ル uneitekiseika@

aosyakyo.or.jp

国
立
大
学
職
員

採
用
試
験
説
明
会
等
の
開
催

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
概

要
説
明
会
及
び
大
学
等
業
務
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

二
月
十
五
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

場　

所　

弘
前
大
学
文
京
町
地
区

　
　
　
　

総
合
教
育
棟
四
〇
一
講
義
室

内　

容
一　

 
事
務
系
及
び
技
術
系
職
員
の
採
用
試
験

の
概
要
説
明

二　

大
学
等
の
業
務
概
要
説
明

三　

職
員
の
体
験
談
等

そ
の
他

一　

参
加
予
約
は
不
要
で
す
。

二　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三　

 

雪
の
影
響
等
に
よ
り
交
通
機
関
の
乱
れ

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
開
催
を
延
期
、

ま
た
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

採
用
試
験
事
務
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.bureau-tohoK

u.ac.jp/shiken/

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
事

務
室
（
東
北
大
学
内
）

電
話　

〇
二
二－

二
一
七－

五
六
七
六

問
い
合
わ
せ
先

弘
前
大
学
総
務
部
人
事
課
人
事
グ
ル
ー
プ

〒
〇
三
六－

八
五
六
〇

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

電　

話 

〇
一
七
二－

三
九－

三
〇
一
九

ま
た
は 

〇
一
七
二－

三
九－

三
〇
二
〇

電
子
申
告
が
利
用
で
き
ま
す

　

青
森
県
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
法
人
県
民

税
・
法
人
事
業
税
の
申
告
が
で
き
る
電
子
申
告

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

①
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
で

き
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
が
ま
と
め

て
一
度
に
出
来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.eltax.jp

問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
県
税
事
務
所　

課
税
課

電
話 

三
四－

二
一
一
一 

内
線
二
〇
八
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　つがる市農産物ブランド化推進会議では、つがる市農産物等を全国に販売する
ため、（仮称）「つがるブランド推進友の会」を設立し、今年7月を目途にインター
ネット市場に出店したいと考えております。
　つきましてはインターネット市場に出店を希望される方を対象として、「つがる
ブランド推進友の会」会員を募集しますので、下記により申請を行ってください。

　○参加資格　•農産物生産販売者
　　　　　　　　つがる市内で農産物の生産販売を行っている生産者、組織及び法人。
　　　　　　　•農産物等生産関連団体
　　　　　　　　つがる市内の農産物の生産振興を目的として組織された団体。
　　　　　　　•食品加工業者等
　　　　　　　　つがる市内に事業所を有し、農産物を原料とした加工業務を行う企業等。
　○申請書記入事項　住所、氏名、年齢、経営状況
　※詳しくは、下記まで問い合わせしてください。

◆問い合わせ先　　市役所地域振興対策室　電話 ４２－１１０９

　市民の皆様には、つがる市温泉をご利用いただき誠に
ありがとうございます。
　昨年 7月に青森県公衆浴場入浴料金の価格が一部改正
されたことに伴い、つがる市では、4月から、しゃこちゃ
ん温泉・じょっぱり温泉・おらほの湯・車力ウェルネス
センターの温泉入浴料等の統一化を図り、右記の料金に
て利用していただくことになりました。
　今後とも引き続きご利用いただきますよう、お願いい
たします。

平成19年 4 月 1 日から　

区　　分 個人1回利用 個人 1日利用
（大広間使用可）

12歳以上 320円 500円
6歳以上12歳未満 150円 150円
6歳未満 60円 60円

♨ 温泉の入浴料等が変わります ♨

◆問い合わせ先　　市役所福祉課
　　　　　　　　　電話 ４２－１１１３　内線 ２４１

会　　費　年間 1人350円
共済期間　平成19年 4 月 1 日から平成20年 3 月31日
申込方法　各世帯を団体加入協力員が訪問いたしますので、申込みして下さい。
　　　　　木造地区………交通安全母の会員、納税貯蓄組合、行政連絡員
　　　　　森田地区………交通安全母の会員、自治会長
　　　　　柏　地区………行政連絡員
　　　　　稲垣地区………交通安全母の会員
　　　　　車力地区………交通安全母の会員
訪問期間　平成19年 2 月中旬から 3月中旬
　　　　　※団体加入協力員に申し込み出来なかった場合は、市役所又は各支所でも受付しております。

　　　　　◆問い合わせ先　　つがる支部事務局　市役所総務課　交通防災係　電話 ４２－１１０５
　　　　　　　　　　　　　　又は各支所

交通災害共済 に家族そろって加入しましょう
１日１円でご家族の安心を、年間350円の会費で

1日の治療でも見舞金が2万円 弔慰金は100万円 特別見舞金は50万円

交通災害共済 　　　　　　　　　　　　　　
　

　

自動車事故はもちろん自転車によるケガでもお支払いする

インターネット出店会員募集


